
GEヘルスケア・ジャパン、汎用超音波診断装置
「LOGIQ S7 Expert」を発売 

～コンパクトで高い機動性を兼ね備え、検査室から
病棟などへの移動負担を軽減、様々な診療現場で

の質の高い画像診断をサポート～ 
(2012/11/8) 

  医療課題の解決に取り組むヘルスケアカンパニー、 
GEヘルスケア・ジャパン（株）は11月8日（木）、同社 
の汎用超音波診断装置「LOGIQ（ロジック）」ブラン 
ドの中上位モデルの最新機種「LOGIQ S7 Expert 
（ロジック エス セブン エキスパート）」を、診療所や 
検診センター、総合医療機関を中心に、全国の臨床 
施設を主対象に発売する。 
  
 LOGIQ S7 Expertは、世界に先駆けて日本が迎 
える超高齢社会に向けて、多彩な医療ソリューショ 
ンの開発・提供を目指す同社の「Silver to Gold（シ 
ルバー・トゥ・ゴールド）」戦略＊1の一環として市場 
投入する超音波診断装置で、高齢化が進むにつれ 
て増加する複数の慢性疾患を抱える患者の早期診 
断・継続観察の管理に最適化させたモデル。 
 高齢化の進展に伴い増える生活習慣病とこれから
の汎用超音波装置に求められるもの 
高齢化の進展に伴い生活習慣病の患者数、ならび 
に生活習慣病を原因とする死亡者数は年々増加し 
ていくと予測されている＊2。患者数の増加に比例し 
て、複数の慢性疾患を抱える高齢者が増えるなか、 
内臓から血管、心臓まで幅広い領域を非侵襲的に 
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リアルタイムで描出可能な超音波診断装置による 
検査数は上昇傾向にある＊3。一方、検査を手がけ 
る医師や技師の数はここ数年横ばいに推移してお 
り、一人当たりの負担は拡大し続けているのが現状 
である＊3。 
   このように超高齢社会の到来にあわせて生活習 
慣病の患者数と検査者の負担がともに増え続ける 
なか、汎用超音波診断装置には、一台で広範な診 
療現場に高い精度で対応でき、検査効率や可搬性 
に優れ、かつ経済性も高い、バランスの取れた機種 
が強く求められていた。 
 

「LOGIQ S7 Expert」 



 幅広い慢性疾患に対応する機能性と優れた経済 
性を融合したLOGIQ S7 Expert 
LOGIQ S7 Expertは、昨年10月の発売以降すでに 
大学病院などで数多く採用されている上位機種 
LOGIQ S8の基本性能を受け継ぐ高い機能性と優 
れた経済性を融合させた装置。 
LOGIQ S7 Expertには心臓や消化器をはじめ、血 
管や整形領域までの幅広い慢性疾患領域に対応す 
る豊富なアプリケーションを搭載。GE独自の技術に 
よるプローブを採用し、拍動する心臓も鮮明に描出 
可能なほか、腹水や結石、腫瘍の有無、血管の狭 
窄や閉塞、プラークの有無の診断など、慢性疾患に 
結びつく生活習慣病の病態を簡便に観察できるよう 
になるため、高齢化の進展で増加が見込まれる幅 
広い疾患の早期発見・治療に大きく貢献すると期待 
されている（LOGIQ S7 Expertで検査可能な主要疾 
患ごとの先進アプリケーションと画像はこちら を参 
照）。 
 検査者の負担を軽減するデザインと直感的な操作 
パネルの採用、独自のRAWデータ マネジメントシス 
テムの採用で検査効率を大幅に向上 
検査時の姿勢や検査室から外来や病棟への装置 
の移動など、日々身体的負担を感じている検査者 
は現在7割近くに上る（同社調査）。 
LOGIQ S7 Expertは「軽量と剛性」を実現するエグ 
ゾスケルトンデザイン（外骨格型）を採用でコンパク 
トなボディを実現し、なかでも心臓部に当たるメイン 
キャビネットは同社従来機（LOGIQ S6）に比べて約 
35%小型化され、重さも85キロと51%の軽量化が 
図られている 

 また、検査個所に応じてモニターや操作パネルの 
高さや角度を柔軟に調整可能なため、患者さんに 
与える圧迫感も少なく、かつ検査時の取り回しや院 
内での移動も容易で、検査者の身体的負担を大幅 
に軽減する。加えて、消費電力も当社従来品に比べ 
て25%少なく、医療機関のコスト削減に貢献するほ 
か、環境性能の充実が図られている。 
 また、操作パネルの中央に大きなトラックボールを 
配置したり、暗い部屋でも視認性の高いバックライト 
キーを採用したりと、直感的な操作が可能。 
さらにLOGIQ S7 Expertでは、検査画像を検査日ご 
とにRAW（生）データとして本体のハードディスクに 
保存する。このデータは自由度が高く、再度スキャ 
ンし直さなくてもゲイン、TGC変更だけでなく、モード
変更やボリュームデータからの任意画面の描出な 
どの加工ができるため、検査者の作業時間を大幅 
に短縮可能である。 
このような、検査者の負担を軽減するエグゾスケル 
トン・デザインと直感的な操作パネルの採用、独自 
のRAWデータマネジメントシステムの搭載で、検査 
効率の大幅な向上に貢献すると見込まれている。 

http://japan.gehealthcare.com/cwcjapan/static/company/press/2012/41.html#moreinfo
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